
GTFSによる公共交通オープンデータの普及活動
標準的なバス情報フォーマット（GTFS）広め隊

連絡先： 伊藤昌毅（東京大学 大学院情報理工学系研究科）  ito.masaki@sict.i.u-tokyo.ac.jp

第16回 日本モビリティ・マネジメント会議，2021年8月20日～21日，熊本県熊本市 熊本城ホール
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GTFSデータ
オープン化

リアルタイム乗換案内 デジタルサイネージ 地域公共交通計画の策定
Google Maps などでリアルタイム情報
を加味した乗換案内が実現します。アラー
ト情報も交通事業者が発信できます。

バスターミナルや商業施設などで公共交
通の案内を行うデジタルサイネージを、
設置や維持コストを抑えて導入できます。

地域の公共交通のサービス水準の分析がデータを用
いて高精度に、定量的に可能になります。データの
見える化によって関係者の議論を活発にします。


